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資料５ 
 

山北町子どもの生活に関するアンケート調査（案） 

【本人（小・中学生用）】 

 

《ご協力のお願い》 
 

山北町では、子どもたちがのびのびと健やかに成長して安心して学ぶことができるま

ちづくりを目指して、「山北町子ども・子育て支援事業計画（令和２～６年度）」に基
づいて、様々な取り組みを進めています。 

この度、令和７年度からの次期計画を策定するにあたり、町内の小学５年生、中学２
年生の皆さんを対象に、学校や家での生活の様子、将来の考えや希望についてお聞きす
るものです。 

このアンケートは、みなさんの将来を少しでもよくするための環境づくりのための大
切なアンケートですので、ぜひご協力をお願いいたします。 

ご回答いただたいた内容は、山北町の取り組みの検討に利用させていただくもので、
個々の回答やプライバシーに関わる内容が公表されたり、他の目的に利用されることは
一切ありません。 

令和６年 月 

山北町長 湯川 裕司 

 

～ ご記入にあたって～ 
 

・この調査は、みなさんの生活状況などを調べるためのもので、山北町が実施します。 

・回答は、あなた自身が考えて答えてください。 

・おうちの人や学校の先生に見せる必要はありませんので、安心して答えてください。 

・名前は書かないでください。 

・まちがった答えや正しい答えはありませんので、自分の思いや考え方を書いてください。 

・答えに迷う場合は、あなたの気持ちや考え方にできるだけ近いものを選んでください。 

・質問の回答は、あてはまる番号に〇をつけてください。 

・〇のつけかたは、質問文の終わりに「あてはまる番号１つに〇」や「あてはまる番号すべてに

〇」と書いてありますので、よく読んで答えてください。 

・あなたの回答は、調査の目的以外には使用しません。また、自分の名前を答える質問はありま

せんので、あなたがどのように答えたかはだれも分かりません。 

 

調査についてのお問い合わせは、以下までお願いします。 

（お問い合わせ先） 

山北町役場 福祉課（８時 30分～17時 15 分 土日・祝日を除く） 

   電 話 ０４６５－７５－３６４４ 

   ＦＡＸ ０４６５－７９－２１７１ 
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●あなた自身の状況について教えてください。 

 

問１ 週にどのくらい、食事をしていますか。 

（① ～③それぞれについて、あてはまる番号１つに〇） 

 毎
日
食
べ
る 

（
週
７
日
） 

週
５
～
６
日 

週
３
～
４
日 

週
１
～
２
日 

ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い 

① 朝食 １ ２ ３ ４ 

② 夕食 １ ２ ３ ４ 

③ 夏休みや冬休みなど、学校が休みの時の昼食 １ ２ ３ ４ 

 

 

●あなたの思う居場所について 

 

問２ あなたにとって居場所（ほっとできる場所、安心できる場所）は次のうちどこですか。

（あてはまる番号すべてに〇） 

１．自分の部屋 

２．家（親戚の家をふくむ） 

３．友達の家 

４．学校 

５．地域（図書館・公民館・公園・児童館など） 

６．インターネット空間（ＳＮＳ、オンラインゲーム、YouTubeなど） 

７．その他（どこ：                         ） 

８．居場所はない 

 

問３ あなたにとっての居場所とはどんな所ですか。（あてはまる番号すべてに〇） 

１．自分ひとりで行けて、好きなだけいられる場所 

２．落ち着ける場所 

３．好きなものがあったり、好きなことができる場所 

４．周りに気をつかわずに、自分のペースでいられる場所 

５．友達や親しい人とのつながりがあり安心できる場所 

６．大人に指図されない場所 

７．自分の意見や希望を受けいれてもらえる場所 

８．信用できる大人がいる場所 

９．色々な人と出会える場所 

10．その他（どこ：                         ） 
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●心配ごとや相談について 

 

問４ 今悩んでいることや心配なこと、困っていること、だれかに相談したいと思っていること

がありますか。（あてはまる番号すべてに〇） 

１．学校のこと ２．友達のこと 

３．家族のこと ４．勉強のこと 

５．家での生活のこと ６．塾や習いごとのこと 

７．将来や進路のこと ８．体調・健康のこと 

９．特にない 10．その他（             ） 

 

問５ 心配ごとや悩みがあるとき、だれなら相談できそうですか。 

（あてはまる番号すべてに〇） 

１．家族のおとな ２．家族以外のおとな 

３．学校の友達 ４．学校以外の友達 

５．きょうだい ６．学校のおとな 

７．ＳＮＳ ８．特にいない 

９．その他（                                ） 

 

問６ あなたが現在必要としている支援はどのようなことですか。 

（あてはまる番号すべてに〇） 

１．悩みごとを相談できること ２．居場所づくり 

３．同じ悩みをもった人と知り合える ４．無料（低額）の学習支援制度 

５．特にない ６．その他（              ） 

 

問７ あなたは最近の生活にどのくらい満足度していますか。「０」（全く満足していない）か

ら「１０」（十分に満足している）までの数字で答えてください。 

（あてはまる番号１つに〇） 

０ 全く満足していない                  十分に満足している １０ 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

 

 

●インターネットの利用状況について 

 

問８ あなたは、次のものを持っている、または自宅にあって自由に使うことができますか。 

   （あてはまる番号すべてに〇） 

１．インターネットにつながるパソコン 

２．スマートフォンやタブレット 

３．テレビ 

４．ゲーム機（スマートフォンやタブレット以外の家庭用ゲーム機） 

５．いずれも持っていない 
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問９ 問12で「１」、「２」に〇をつけた方にうかがいます。どのようなことをしていますか。 

   （あてはまる番号すべてに〇） 

１．ＳＮＳの投稿を見たり投稿する  

２．ホームページやブログを見る  

３．動画や画像を見る  

４．音楽を聴く、ダウンロードする  

５．ゲームをする  

６．調べ物をする  

７．勉強・学習アプリやサービスを利用する  

８．塾や学校等のオンライン学習・授業を受ける  

９．家族や友達とメールでやり取りする  

10．その他（                        ）  

 

 

●ヤングケアラーについて 

 

『ヤングケアラー』とは、ふつう大人がすることと考えられている家事や家族のお世話（例え

ば、家族のお風呂やトイレのお世話、きょうだいのお世話）などを、ふだんから行っている子

どものことです。子どもであっても重い責任を負って、家族を支えています。 

 

問10 あなたはヤングケアラーという言葉を知っていますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．言葉も内容も知っている 

２．言葉は聞いたことがある 

３．知らない 

 

問11 あなたの周りに、ヤングケアラーと思われる人がいた場合は、どうしますか。 

（あてはまる番号すべてに〇） 

１．本人に様子を聞く ２．家族、知人、友人に相談する 

３．先生に相談する ４．相談機関（町役場など）に相談する 

５．何もしない ６．わからない 

７．その他（                              ） 
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●子どもの権利について 

 

『子どもの権利』とは、1989年に国連総会で採択された「児童の権利に関する条約」に定めら

れている次の４つの権利です。この４つの権利は、日本の子どもに関する基本的な法律である

「こども基本法」にも取り入れられています。 

 

① 差別の禁止（差別のないこと） 

② 子どもの最善の利益（子どもにとって最もよいこと） 

③ 生命、生存及び発達に対する権利（命を守られ成長できること） 

④ 子どもの意見の尊重（子どもが意味のある参加ができること） 

 

 

問12 あなたは「子どもの権利」について知っていますか（あてはまる番号１つに○） 

１．名前も内容を知っている 

２．名前は知っているが、内容は知らなかった 

３．知らなかった 

 

問13 子どもの権利の中で特に大切だと思うことはどれですか。（あてはまる番号すべてに〇） 

１．人種や性別、宗教などで差別されないこと 

２．障がいによって差別されないこと 

３．子どもが知りたいことを隠さないこと 

４．暴力や言葉で傷つけないこと 

５．家族が仲良く一緒に過ごす時間をもつこと 

６．自分の考えを自由に言えること 

７．人と違う自分らしさが認められること 

８．自分の秘密が守られること 

９．自分のことは自分で決められること 

10．自由な時間をもつこと 

11．自由な呼び掛けでグループを作り集まれること 

12．必要な情報を知ることや、参加する手助けを受けられること 

 

問14 子どもの意見を山北町に伝えるために、伝えやすいと思うことは次のどれですか。 

（あてはまる番号すべてに〇） 

１．インターネットでアンケートを行う 

２．学校を通じて意見を伝える 

３．ＳＮＳなどを通じて意見を伝える 

４．相談窓口を、活用する 

５．あまり興味がない 

６．その他（                              ） 
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●山北町（あなたが住んでいる町）について 

 

問15 山北町でもっと良くなってほしいことは次のどれですか。（あてはまる番号すべてに〇） 

１．もっと人が増えてほしい 

２．電車やバスなど公共交通を便利にしてほしい 

３．公園など遊び場を増やしてほしい 

４．買い物や飲食ができる場所がほしい 

５．特によくなってほしいことはない 

６．学校施設を充実させてほしい 

７．その他（                              ） 

 

問16 最後に、ひとりひとりの子どもが健やかに成長することができる社会を実現するために、

どんなことが大切だと思いますか。また、そのために、山北町にしてほしいことは何です

か。自由に何でも書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケート調査は終わりです。  

ご協力いただきまして、ありがとうございました。  
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